
 
 

 

 

    

 
 

 

 

 

 

本日、横浜市港湾局は、トヨタ自動車 マリン事業部(以下「トヨタ」)と、水域管理業務に係る

行政運営の質の向上や、カーボンニュートラルポートの推進などを目的に覚書を締結します。そ

のことについてお知らせします。 

 

     

トヨタ自動車 マリン事業部（愛知県）    大さん橋ふ頭ビル（港湾局・水域管理課） 

 

  ■ 覚書の内容                                          

 名 称：「自動車開発技術を活用した港湾管理に向けた検討に関する覚書」 

 締結者：トヨタ自動車株式会社マリン事業部、横浜市港湾局 

 締結日：令和７年６月２日（月） 

 趣 旨：横浜市港湾局は、トヨタと、覚書に基づき下記の項目の達成に向けて、意見交換・検討

を行うとともに、官民関係の更なる強化や啓発・振興に連携して取り組みます。 

◇ 港務艇の脱炭素等のカーボンニュートラルポート形成に関すること。 

◇ 港内の DX 化の推進に関すること。 

◇ 船内環境の居住性向上など働きやすい環境づくり 

 
＜参考＞ 

横浜市港湾局が、海上パトロールで使用している港務艇(パトロール艇 01 号)のエンジンを 

トヨタが開発した脱炭素効果に資するバイオ燃料対応型エンジンへの改良を今年度行います。 

港務艇へのバイオ燃料対応型エンジンの導入は、国内初となります。 

 

 

お問合せ先 

港湾局水域管理課長  貝瀬 修一  Tel 045-671-7228 

令 和 ７ 年 ６ 月 ２ 日 
横浜市港湾局水域管理課 

記 者 発 表 資 料 

トヨタ自動車株式会社 マリン事業部との覚書の締結 

～水域管理業務の質の向上やカーボンニュートラルポートの推進に向けて～ 


